
経済建設常任委員会所管事務調査事項資料 
令和４年２月２日【経済部全国都市緑化北海道フェア推進室】 

ガーデンフェスタ北海道２０２２について 

１．前回報告以降の取組について 

１ テーマソング完成披露会について 

（１）開催日時  １２月１４日（火） １８ ００－１９ ３０ 

（２）開催場所  恵庭市民会館 大ホール 

（３）出 席 者  第３９回全国都市緑化北海道フェア実行委員会副会長 

 （恵庭市長） 原田  裕 

テーマソング制作者        半﨑 美子 氏 

（４）内 容  ・半﨑美子さん×恵庭市長 ミニトークショー 

         ・テーマソング発表 

         ・半﨑美子さんミニライブ 

（５）参 加 者  約６００名 

２ アイス作り体験 

（１）開 催 日  １２月１８日（土） １０ ３０－１１ １５

（２）開催場所  花の拠点はなふる 

（３）出 席 者  ガーデンフェスタ北海道２０２２ 

フラワーアンバサダー 坂本星美さん 

（４）対 象 者  小学１年生～６年生 

（３）参 加 者  ２８名 

３ 緑化フェアサポーターズクラブについて 

  ・テーマソング完成披露会 運営補助 １２月１４日（火） 

  ・進捗状況報告会      １２月２１日（火） 恵庭市民会館中ホール 

   別紙１「進捗状況」のとおり企画について、取りまとめました。今後実施準備を進めます。 

分科会進捗状況 

・飲食 １月２０日（木） パン祭り、クラフトビールについて 
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４ 広報周知について 

  ・他イベントにおけるＰＲ 

１２月２６日（日）、 １月 ９日（日）  恵庭市成人式 

１月 ６日（木）           恵庭市新年交礼会 

１月 ８日（土）～ １０日（月）   さっぽろ連携中枢都市圏フェア（イオンモール札幌平岡） 

１月 ８日（土）～ １４日（金）   環境広場さっぽろ２０２１バーチャルツアー 

・地上波による放映 

１２月 ４日(土) ＨＴＢ（６ｃｈ）ビジネスウィークリー ガーデンフェスタ北海道２０２２音楽祭 

１２月２４日(金) ＨＢＣ（１ｃｈ）金曜ブランチ     テーマソング完成披露会 

     １月１１日(火) ＵＨＢ（８ｃｈ）ビジネスフラッシュ  テーマソング完成披露会 

     １月１５日(土)  ＨＴＢ（６ｃｈ）ビジネスウィークリー テーマソング完成披露会 

・地域FM放送による広告 

１２月１７日（金）FM e-niwa ＣＭ開始 

  ・地域情報誌による広告 

    １２月２４日（金）ちゃんと見開き広告 

     １月 ちゃんとコラム連載開始（月１回） （掲載日調整中） 

  ・本庁舎、市民会館前フェンス 横断幕掲示 

  ・ＪＲ恵庭・恵み野駅自由通路窓、階段へのロゴマーク等の掲示 

５ 新型コロナウイルス等感染症対策について 

  ・実施計画において「国や道が定める対処方針等や感染状況を勘案し対処や決定を行うこと。」としており、フェア

半年前の対策として、別紙２のとおり対策フローを作成しました。

２．今後の予定について 

１ 全国都市緑化北海道フェア実行委員会 第３回総会 

（１） 開催日時 ２月 ９日（水）１３ ００

（２） 開催場所 京王プラザホテル札幌 

※新型コロナウイルス感染症の状況によりましては、変更となる場合があります。 

２ その他について 

その他、個別計画に従い、各種調整や準備、関係資料の作成等を行います。 
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●緑化フェアサポーターズクラブ進捗状況

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
当日イベント（セミナー）分科会

コンセプト 内容 方法 備考

日替わりマルシェ センターハウスやガーデンエリアを活用した出店
野外ヨガ、コスプレイベント、和のおも
てなしも含める

食べられる野草体験
親子を対象に、食べれる野草のウォーキングセミ
ナー

主催者と費用折半が可能か確認が必要

クレマチス講習会 ＮＨＫ趣味の園芸講師による講習会 講師の確保が必要

ハンギングバスケット・コンテナ制作体験
ハンギングバスケット協会による、制作体験とス
テージ上でのデモを実施

カステラのステージを使用

はなふるガーデナーによる講習会 はなふる7つのガーデン設計者による講習会 カステラのステージを使用予定

コンセプト 内容 方法 備考

来場者参加型 来場者参加型イベント
フェア期間中の毎週土曜の午前と午後に各1回ずつ
イベントを実施

コンセプト 内容 方法 備考
はなふるガイドツアー
※花ガイドと共同実施

フェア期間中の平日、当日受付により実施 暮らしを恵む庭を使用

写真で巡るツアー（市内の風景写真をパネル展示）
・展示場所、写真の確保
・展示方法検討

展示場所はセンターハウス1Fを想定

コンセプト 内容 方法 備考
会場までを盛り
上げよう

恵庭駅～会場までの植樹帯への植栽（駅前～文教大前） ・黄金中央町内会と共同でギボウシの植栽、管理
実行委員会でプランターを別途設置する
可能性あり

道なりを楽しむ 恵庭大橋の景観造成
・恵庭大橋歩道沿いの銅像計4基に各4個のコンテ
ナを展示

国道管理者への設置申請は整備担当に依
頼

コンセプト 内容 方法 備考

サポーターズクラブ専用SNSの開設 ・インスタ、フェイスブックを開設

フェア告知ピックを作成して、市内各所でフェア開催を周
知

・花苗用ピック、花壇用ピックの制作

スタッフユニフォームの制作 ・デザイン、素材等を協議により決定する
メンバーへ1枚配布。2枚目以降を希望の
方は自費で購入可能。

コンセプト 内容 方法 備考
お土産企画「はなふるセット」※7つのガーデンをテーマ
としたお菓子の詰め合わせ

・ICHIEへ打診中
・販売方法の検討

クラフトビール制作
・製造「月と太陽Brewing」販売「原田商店」
「笹松屋」を予定

製造量、販売方法の詳細を今後決定

パン祭りの開催
・センターハウスを活用したパン屋さん（20店程
度）による物販

有料イベントであれば出展料の徴収が必
要

会場内

まちじゅうみん
なでPR

飲食分科会
場所

場所
広報PR分科会（緑化フェアを盛り上げ隊）

恵庭駅～会場

国道36号線

当日イベント（ステージ）分科会
場所

ステージ

当日イベント（ツアー）分科会
場所

おもてなし

まちなか景観分科会
場所

会場内

センターハウス

会場内 来場者との交流

スケジュール 令和3年 令和4年

場所

実施内容の決定

アカウント取扱いルール決定、運用開始（6月～）

・ピック撤去

ピック掲示冬場の活用方法検討・実施

実施へ向けた調整

実施へ向けた調整

実施へ向けた調整

・講習会内容の協議、日程決定、講師の確保（花くらとして開催予定）

・実施内容の協議、決定 ・フェア期間中の参加可否確認

ガイドボランティア募集、研修

展示素材確保、展示物制作 展示作業

必要物品等の調達

ギボウシの植栽・管理

・ハンギングバスケット協会との調整（花くらと合同開催）

実施スケジュール確定、講師との調整 申込受付

・出店者の確保、出店条件の整理

実施スケジュール確定、出店者との調整

・主催者へ実施可否確認

・ステージプログラムへ組込

・実施場所決定、講師の確保

実施スケジュール確定、主催者との調整

実施スケジュール確定、講師との調整

実施スケジュール確定、講師との調整 申込受付

必要物品等の調達

・展示場所、実施方法決定

・設置場所、コンテナ、花の種類の決定

・設置、維持管理

・必要備品調達

・植込み、養生

デザイン、素材等の決定 サポーターズクラブ事業活動時に使用

別 紙 １
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〇新型コロナウイルス等感染症対策フロー

レベル 移行指標（北海道方針） 対応の目安（北海道方針）
会場内来場者数上限（北海道方針）
（会場の収容可能人数は10,000人）

北海道フェアの対応方針（実行委員会方針）

0 一定期間（2週間程度）新規感染者数ゼロの日が継続 ○基本的な感染防止行動の実践の促進 10,000人 共通対応策の徹底。感染予防対策の来場者への徹底。公式行事、行催事、飲
食・物販、ボランティア等制限なし。

1 新規感染者が散発的に発生 ○特に感染リスクが高まる場面や行動に留意した基本的
な感染防止行動の実践を働きかけ

10,000人
共通対応策の徹底。感染予防対策の来場者への徹底。公式行事、行催事、飲
食・物販、ボランティア等制限なし。屋内施設の入場制限を検討。シャトル
バスの乗車人員削減検討。

2

①「病床（又は重傷者病床）使用率」が20％を超える
②「新規感染者数」が10万人あたり15人/週を超える
③「療養者数」が10万人あたり20人を超える
①～③の全てを満たす。

○感染リスクが高まる場面や行動の回避を要請等
○一定期間（2週間程度）感染の拡大が継続する
場合には、さらなる制限を伴う要請を行うとともに、
まん延防止等重点措置の国への要請を検討
○さらに、感染の拡大が継続する場合には、レベル3へ
の移行も見据え、緊急事態措置の実施について国と協議

縮小
（人数は今後検討）

屋外施設、屋内施設共に入場制限あり。公式行事の縮小検討。行催事の縮小
検討。飲食・物販ブースの縮小検討。ボランティアの縮小検討。シャトルバ
スの乗車人員削減検討。

3 「病床（又は重症病床）使用率」が50％を超える ○緊急事態措置又はまん延防止等重点措置の下で、強い
制限を伴う要請

縮小
（人数は今後検討）

屋内施設の利用制限検討。公式行事の縮小及びオンライン等の検討。行催事
の縮小。飲食・物販ブースの中止。ボランティアの中止。

4 「病床使用率」が100％を超えるおそれがある

○さらなる強い制限を伴う要請
（例）外出自粛、飲食店の休業、施設の使用停止、イベ
ントの中止、公共交通機関のダイヤの大幅見直し、職場
の出勤者数の大幅削減 等

縮小
（人数は今後検討）

           〃

◎１．今後最新の通知等により随時方針の見直し等検討を行う。
◎２．具体的な縮小案についてはフェア開催3か月前における感染拡大状況により方針を決定する。
◎３．具体的な縮小方針と縮小の実施手法については、フェア開催１か月前における感染拡大状況により決定する。

※当該方針案は「令和３年１２月８日付 新型コロナウイルス感染症に関する北海道におけるレベル分類」を基に作成。
※上記北海道方針では、5千人超～１万人以下のイベント入場者数を５千人に限定しているが、「感染防止安全計画」を策定し北海道の確認を受けることで、収容定員まで入場可能となっている。
 よって、緑化フェアのメイン会場収容人数が10,000人であることから、「感染防止安全計画」を策定することを前提とし「会場内来場者数上限」を10,000人に設定した。
○参考資料
・令和3年11月8日 新型コロナウイルス感染症対策分科会 新たなレベル分類の考え方
・令和3年12月8日 新型コロナウイルス感染症に関する北海道におけるレベル分類
・令和3年11月19日付 内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室長 事務連絡
・令和3年11月24日付 北海道総合政策部政策局参事（コロナ指揮室総括・広報班） 事務連絡
・祭り・イベント等開催に向けた感染拡大防止ガイドライン 公益社団法人 日本青年会議所

■共通対応策

○入場口や総合案内所等の来場者施設に消毒液の設置         ○設備・器具などの定期的な消毒・洗浄の実施
○関係者、スタッフの検温及びマスクの着用                        ○案内所への飛沫感染防止カーテンの設置
○消毒液、啓発チラシの各所への設置                ○ソーシャルディスタンス確保の案内表示（サインなど）
○来場者利用箇所の消毒対応                    ○関係者によるコロナチェックシートの作成と確認の実施

別紙２
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収容人数の算定 

令和3年 12月作成 

１．有効面積の算出   ※下記の求積結果によりA=40,000㎡。 

２．一人あたり適正面積の算出 

 通常であれば一人当り２㎡が適正面積であるが、コロナ対策として２ｍのディスタンスを確保すると、一人

当り４㎡の確保が必要（適正）と判断される。 

0.5 ㎡／人 

大混雑の状態で、動きが取れない。 

0.75 ㎡／人 

混雑の状態で、自由度が失われる。 

1.2 ㎡／人 

混んでいて、やや自由度が失われる。 

2 ㎡／人（※イベント会場内滞留適正値。） 

賑わいが感じられ、自由度も残されている。 

3 ㎡／人 

快適な状態だが、賑わいに欠ける。 

8 ㎡／人 

賑わいに欠けて寂しい。多少閑散とした印象。 

※過去のイベント時の実測値を基に、コンサルタントが分析した資料。
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